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ギ ャロ ン語 の否定辞

長 野 泰 彦*

Negation Particles of Gyarong Language 

          Yasuhiko Nagano

ギャロン語は中国四川省西北部に話されるチベ ット・ビルマ系の言語である。

1930年 代以降記述研究が発表され始め,よ うやく近年その文法構造の概要が明

らかになってきた。

著者は1984年 以 降この言語の文法記述に努めて きたが,最 近従前のモノグ

ラフには記述 されていない否定辞の形式を発見した。小稿ではその否定辞の生

起の仕方を記述的に整理分析 し,合 わせて歴史的来源に関する見通 しを述べる。

   Gyarong (rgyal rong in Written Tibetan) is a Tibeto-Burman language 

spoken in the northwestern part of Sichuan Province, China. This language 

has long attracted the attention of scholars, because of the striking similarity 

of some of its lexical items to those of WT as well as its complicated system 

of affixation, which could be regarded as reflexes of Proto-TB morphology. 
   The author has written two monographs on the language, and this small 

paper is intended to supplement their discussion of the negation system. The 
negation particles pointed out in this paper have not been described in any 

previous works on Gyarong.

*国立民族学博物館研究戦略センター
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0は じめ に

ギャロン(嘉 戎)語 は中国四川省西北部に話 されるチベ ット・ビルマ(TB)系 の言

語で,そ の一部の語彙形式がチベ ット文語(WT)に 酷似 していることや,複 雑な接

辞構造を示すことから,TB祖 語の形態統辞論を反映するものとして注目を集めてき

た。1930年 代以降断続的に記述研究が発表されてきたが,現 地調査が困難であった

ため,文 法構造の概要が明らかになったのはごく近年のことである。

著者は1984年 以降この言語の文法記述に努めてきたが,最 近従前のモノグラフに

は記述 されていない否定辞の形式を発見 した。 これは今迄の著者 自身のインフォーマ

ントの発話にも観察 されないものである。 この形式の来源は未だ明らかでないが,そ

の否定辞の生起の仕方 をここに整理 しておきたい。

ギャロン語の分布,方 言,音 論の概略については,Nagano(2003)を 参照されたい。

本稿で用いる音韻表記については注1に 示す。 また,本 稿 は,既 に長野(2003b)と

して発表 した資料 とアウトラインに,種 々のコメント及び著者 自身の現地調査(2004

年8月)に よって得 られた資料を踏 まえて改訂を施 したものである。

1従 前 の モ ノ グ ラ フ に お け る否 定 辞

従前のモノグラフ(Wolfenden1936,金 鵬1949,金 鵬1957/8,1984,林1993)で

は,否 定は一貫 して助辞ma一 により示される。例えば,ギ ャロン語チ ョクッェー(卓

克基)方 言の包括的文法 を著 した林(1993)は 「ギャロン語においては否定の副詞が

主 として動詞 または形容詞を修飾 し,否 定 または禁止を表す」 と述べている。林が記
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述 す る副詞 とはma(mn)及 びm∂ で,前 者が 「… しない意志 」 を示す のに対 し,後

者 は 「まだ… し終 わっていない」 ことと禁止 を表す。

(1)a.ηamaki一 η.私 は買 わない。

b.mameza-u.彼 は 食べ ない。

c.nom駕to-pa-u.あ な たは(そ れを)し ない。

d.ta-pumemfor.そ の子 はかわい くない。(林1993:312-313)

(2)a.ηamopeη.私 はそれを し終 わっていない。

b.wajomaza-u.彼 は まだ食べ ていない。

c.ryamato-m.私 は彼 を殴 ってはいない。

d.ryamamfor.私 は美 しくなかった。(林1993:313)

(3)a.nomato-Za-u.食 べ るな。

b.nomato-lit.打 つ な。(林1993:313)

1985年 に65歳 で亡 くな った,長 野(1984)ま で のイ ンフ ォーマ ン トは同 じチ ョク

ッ ェー方言 の話 し手 で,上 記 と矛 盾 しないシ ステ ム を もって いた。Nagano(2003)

に書 いた通 り,「 否定は常 にma一 に よって表 され,VPfinal,VPnon-finalま た は助動詞

の直前 に置かれ る」の である。 ところが,最 近 に なって よ り若 い世代 ではma一 以外

に,ノa一 とノ1一とい う異 なる否定辞が併存す るこ とが明 らか になった。

2新 し い 否 定 辞 の シ ス テ ム

ma-,ノa一 及びji一は どの よ うに生起 し,ど の ような分 布 を示す のか?本 稿 の 目的 は

その生起 の仕方 を整理 し,あ る程度 までの分布 の条件 の見通 しを示す こ とにある。一

般 的傾 向 と して,ja一 とji一は 完了2)と と もに現 れ,ma一 は未 完了 と共起 す る。 また,

禁 止 は常 にji一によって示 され る。

2.1自 動 詞 構 文 にお け る 否 定 辞

次の例がja-/ji一とma一 の 典型 的な コン トラス トを示 す ように思われ る。(以 下の例

文 では,ギ ャロン語の音韻表記,各 形態単位 のイ ンタ リニアの語釈,邦 訳の順 に示す。

但 し,紙 数 の関係上,イ ンタリニアの語釈 は英語 と略語 に より示す。)
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(4) a. wugyo tsay  ta-ki-w reN, maza tshongkang ja-che. 

      he vegetable PFT-buy-3ptt. because, she store not-go

彼が野菜を買ったので,彼 女は店に行かなかった。

b. wugyo tsay  ta-ki-w reN, maza tshongkang ma-che. 

   he vegetable PFT-buy-3ptt. because, she store not-go

彼 が野菜 を買 ったので,彼 女 は店に行 かない。

(4a)で はja一 が,(4b)で は 〃aa‐が 現れ,完 了 ・未完了 の区別 を示 してい る。(4a)

は 「彼 女 は店へ 行か な くて よい との判 断 を した」 とい う含意 であ る。ja-cheをji-che

とす る ことは文法 的に可能 であるが,そ の場合 は 「彼が野菜 を買った ことが彼女 を し

て強制 的に店 に行 か しめない」特殊 な環境 な り条件が ある ときに限 られる。

(5) a. wugyo wa-rgyap no-sar wu-Nkuy, magyu magyu  the sa-mu-y ja-che. 

      he marriage PFT-get of-since, often wine place-drink-LOC not-go

彼 は結婚 してか らとい うもの,し ば しば酒場へ行 くこ とはなかった。

b. wugyo wa-rgyap no-sar wu-Nkuy,  the sa-mu-y ja-ta-che. 

   he marriage PFT-get of-since, wine place-drink-LOC not-PFT-go

彼は結婚 して以来,決 して酒場へ行かなかった(飲酒 という習慣を止めた。)

c. wugyo wa-rgyap no-sar wu-Nkuy,  the sa-mu-y ma-no-che. 

   he marriage PFT-get of-since, wine place-drink-LOC not-PROG-go

彼 は結婚 して以 来,酒 場へ行 っていない。(習 慣 と して)

ノα一〃'一伽 α一の 区別 とい う点 では(4)の グル ープ と大差 は ない。(5a)は 「足繁 く酒

場へ行 くことは控 えた」 ことを示 し,(5b)は 「酒場へ行 く習慣その もの を放郷 した」

のであ る。(5b)ja-ta-cheの 一ta一は方向接辞 で,本 来 「上へ」 を表す。英語 のtofinish

upやtoeatupの よ うに 「… し終 え る,… し切 る」 こ とを示すupに 平行 す る表現 で,

この場合 「酒場 へ行 くの をビシ ッと止 めた」の意か と思 われ る。3例 と も彼 の意志 に

基づ く行為 であるか ら,ji一 は 現れない。

(6) wugyo kuru zinka-y  jikthar(<ja-yi-ko-thar)-je thakchot no-ngo. 

      he Tibet area-LOC not-general movement-lsg.-go-NOM certain down-AUX

彼 がチベ ッ トに行 かなかったこ とは確 かだ。

この例文 では表 層形式 と してji一が出現 している ように見 えるが,こ の基底 形 はji-
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ka-tharで は な く,ノa-yi-ka-tharと 考 えるべ きであ る。 なぜ な らば,動 詞tharは 通 常一

般 的な移動 を表す方 向接辞yi一 を要求 するか らである。-ka一は1sg.人 称接 辞であ るが,

オ プシ ョンである。

(7) a. wugyo wu-mnyak ja-gyu wuches, to-mnyo no-pa-w. 

      he his-eyes not-sleep since, show PFT-watch-3ptt.

彼 は眠れなかったので,そ のシ ョーをみた。

b. wugyo wu-mnyak ma-gyu wuches, to-mnyo pa-w. 

   he his-eyes not-sleep since, show  0-watch-3ptt.

彼 は眠れなかったので,そ のシ ョーをみるだろ う。

(7a,b)と もに見か け上他動 詞構 文の ように見 える。(ta-)mnyakgyu「 眠 る」 は 「眼一

閉 じる」 とい う語構 成 だか らであ る。 しか し,(to-)mnyakgyuの 振 る舞 いはあ くまで

も自動 詞で あ り,「 眼 を閉 じる」 とい う他動詞 としての意味 を表現 す る時 はgyuの 前

に他動詞化 マーカー(CAUS)を お かなければな らない。

(8) wugyo-yo to-mnya-ma  wastot  jupa(<ja-wu-pa) noma. pewa to-mu karma ji-lat. 

      they cultivation well not-3p1.>3 AUX(NEG). this year rain many not-fall

彼 らがよく農作業をしなかったのではない。

今年は雨がたくさん降らなかったのだ。

(8)は 自然現象の否定にはji一が現れる例である。

2.2他 動 詞構 文 にお け る否 定辞

基本的にはja-/ji-/ma一の区別は自動詞構文 と同様である。その例として下記の3グ

ループを挙げる。

(9) a. wugyo tama ku-pa ci, chitre  ja-let. 

      he work PFT-do when, car not-drive

仕事をしている時,彼 は車を運転 しなかった。

b. wugyo tama pa-w ci, chitre ma-let. 

   he work do-3ptt. when, car not-drive

仕事をする時,彼 は車を運転 しない。

c. wugyo tama pa-w ci, chitre ma-no-let.
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he work do-3ptt. when, car not-PROG-drive

仕事をする時,(通 常または習慣として)彼 は車を運転しない。

(10) a. wugyo tama ja-pa-w reN, wu-Ngra  munadet (<ma-wu-no-det). 

       he work not-do-3ptt. because, salary not-3p1.>3-PROG-pay

彼 は働 かなかったので,(彼 らは)彼 に給料 を支払 ってい ない。

b. wugyo tama ja-pa-w reN, wu-Ngra mudet (<ma-wu-det). 

   he work not-do-3ptt. because, salary not-3p1.>3-pay

彼は働かなかったので,(彼 らは)彼 に給料を支払わないだろう。

c. wugyo tama ja-pa-w reN,  wu-Ngra  judet (<ja-wu-det). 

   he work not-do-3ptt. because, salary not-3p1.>3-pay

彼は働かなかったので,(彼 らは)彼 に給料を支払わなかった。

d. wugyo tama ma-pa-w reN, wu-Ngra mudet (<ma-wu-det). 

   he work not-do-3ptt. because, salary not-3p1.>3-pay

彼は働かないので,(彼 らは)彼 に給料を支払わないだろう。

 (11) a. wugyo-yo sto wu-gyim nu(<no-wu)-Npar ju(<ja-wu)-Npar nutho (<na-wu-tho). 

3-pl. this of-house PFT-3-sell not-3-sell PROG-3-ask

この家 を売 ったのか どうか訊 ねている。

b. wugyo-yo  sto wu-gyim ka-Npar ma-Npar nutho (<no-wu-tho). 

3-pl. this of-house INF-sell not-sell PROG-3-ask

この家を売るのかどうか訊ねている。

c. wugyo-yo  sto wu-gyim nu(<no-wu)-Npar ju(<ja-wu)-Npar tutho (<ta-wu-tho). 

3-pl. this of-house PFT-3-sell not-3-sell PFT-3-ask

この家 を売 ったのか どうか訊 ねた。

これ らの例 におけ るノa-/ma一の 分布 は単 純であ って,イ ンフォーマ ン トは これ らの

いずれ に もノ1一の出現 を認 めなか った。 しか しなが ら,動 詞 によっては下 記の よ うな

バ リエーシ ョンが あ りうる。

(12) a. wugyo gyaga-y na-we nongoy, nga ja-mto-ng. 

       he India-LOC high to low-come though, I  not-see-lsg.

既 に彼 はイ ン ドか ら着 いているのに,私 はまだ彼 に会 っていない。
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b. wugyo gyaga-y na-we nongoy, nga ma-wa-rdo-ng. 

   he India-LOC high to low-come though, I  not-CAUS-see-lsg.

既 に彼 はイ ン ドか ら着 いている として も,私 は彼 に会 うつ もりはない。

イ ンフ ォーマ ン トに よれば,(12b)でma-wa-rdo-ngで は な く,ma-mto-ngに す る

ことは理論的 には可 能だが,意 図的 に 「会 う」 ことを示す のにmtoは 不 適切 であ る。

また,(12a)に お けるノa一に替 えて,ノ1一を置 くことは可 能である。例えば,

(12) c. wugyo wu-gyim guy mak-nyi ji-mto-ng. 

       he of-house in AUX(NEG) of existence-NOM  not-see-lsg.

私は彼が家にいないのを見たことがない。

d.  shto wu-rmi koce nongoy, ji-mto-ng. 

   this of-man where though, not-see-lsg.

私 はこの男 を どこで も見 たこ とが ない。

e.  moza tho ke-tsi ja-mto-w. 

   she what also not-see-3ptt.

彼女 は何 も見なかった。

(12a)(12e)と(12b)(12c)を 対 比 して見 る と,jcz一 とノi一の分布 のあ りよ うには

volitionality(意 志 性)が 関係 している と疑われ る。で は,よ り判断性 ・感覚性 の高 い

動詞 では どの ようになるのだろ うか?

(13) a. wugyo su wu-gyim-guy  no-nyis  jikshing(<ji-ka-mshi-ng)3). 

        he who of-house-in PFT-stay not-1 sg.-know-1 sg.

彼が誰の家に泊まったのか私は知 らなかった。

b. wugyo su wu-gyim-guy  ka-nyis-to makshing(<ma-ka-mshi-ng). 

   he who of-house-in IMP-stay-NOM not-lsg.-know-lsg.

彼が誰の家に泊まるのか私は知 らない。

c.  •  •  •wu-tong ma-na-mshi-w? 

   its-meaning INTERR-PFT-know-3ptt.

その意味が分かりましたか?

 

•  • •jikshing(<ji-ka-mshi-ng). 

not-1 sg.-know-1 sg.

分 か りませ んで した。

363



国立民族学博物館研究報告29巻3号

d. wugyo kupa wu-skat  ma-mshi-w-to nga jikshing(<ji-ka-mshi-ng). 

   he China of-language not-know-3ptt.-NOM I not-lsg.-know-lsg.

彼 が中国語 を知 らないこ とを私 は知 らなかった。

mshi「 知 る」 とい う動詞 は完了 では基 本的 にノ1一を要求す る。 この動詞 は他動詞 で

はあるが,代 名詞化 パ タンか ら判 断す ると,(13c)の み が他動詞構文 で,他 は 自動詞

パ タ ンで ある。ches「 言 う」 とい う動 詞 もまた完 了 におい てji一を とる動詞 で あ る。

例 えば,

(14) a. wugyo-yo kupa zinka-y  ko-che-ny ko-ngos ko-ma ji-ches. 

       they China country-LOC INF-go-3p1. AUX AUX(NEG) not-say

彼 らは中国へ行くのか否かを言わなかった。

b. wugyo-yo kupa zinka-y  ko-che-ny ko-ngos ka-ma ma-ches. 

   they China country-LOC INF-go-3p1. AUX AUX(NEG) not-say

彼 らは中国へ行くのか否かを言わないだろう。

(15) a.  sta tha ka-ngos ka-ma ji-ches. 

      this what AUX AUX(NEG) not-tell

これは何であるのかを彼 らは言わなかった。

b.  sto tho ko-ngos ko-ma ma-no-ches. 

  this what AUX AUX(NEG) not-PROG-tell

これは何 であるのかを彼 らは言 わないだろ う。

次の3グ ループの例文 はノa-/ji-/n2a一の 対比 をよ く示 してい ると思われ る。

(16) a. wugyo skyi ma-we-to ji-suso-ng. 

        he here not-come-NOM  not-remember-1  sg.

私は彼がここに来ないことを覚えていなかった。

b. wugyo skyi ma-we-to ma-no-suso-ng. 

   he here not-come-NOM  not-PROG-remember-lsg.

私は彼がここに来ないことを覚えていない。

(17) a. wugyo-yo kwor mupay(<ma-wu-pa-y) ji-suso-ng. 

        they help  not-3p1.>1p1.-do-3p1.>1p1. not-remember-lsg.

私 は彼 らが我 々を助 けて くれない とは思 わなかった。
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b. wugyo-yo kwor mupay(<ma-wu-pa-y)  ma-na-suso-ng. 

   they help not-3p1.>lpl.-do-3p1.>lpl. not-PROG-remember-lsg.

私は彼 らが我々を助けてくれないとは思わない。

(18) a.  shto wa-ma ko-ra kuma-to ja-suso-w. 

       this of-work INF-needed AUX(NEG)-NOM not-regard-3ptt.

彼はこの仕事が重要でないとはみなさなかった。

b.  shto wa-ma ko-ra kuma-to ma-na-suso-w. 

   this of-work INF-needed AUX(NEG)-NOM not-PROG-regard-3ptt.

彼はこの仕事が重要でないとはみなしていない。

c. wugyo wa-rgyap  ka-sar ji-suso nongoy, wu-pa-ma jis wu-su-sar nango. 

   he his-marriage INF-marry not-think though, his-parents two 3p1.>3sg.-CAUS-

  many AUX

彼が結婚を考えなかったとしても,両 親が結婚 させるだろう。

d. wugyo wa-rgyap  ko-sar ja-suso nongoy, wu-pa-ma jis wu-su-sar nongo. 

   he his-marriage INF-marry not-think though, his-parents two 3p1.>3sg.CAUS-

  marry AUX

彼が結婚を望まなかったとしても,両 親が結婚 させるだろう。

e. wugyo wa-rgyap  ko-sar ma-suso nongoy, wu-pa-ma jis wu-su-sar nongo. 

   he his-marriage INF-marry not-want though, his-parents two 3p1.>3sg.-CAUS-

  marry AUX

彼 が結婚 を望 まない として も,両 親が結婚 させ るだろ う。

同一の語幹SUSO一 に対 し,ノ1一とja一 い ずれ もが生起 している。SUSO一 は 意志性 に関 し

てい くつ かのグ レー ドを含 む動詞 であ り,「 記憶 している」〉「考 える」〉「見 なす」〉「夢

見 る」〉「望 む」 をカバ ーする。上 の例 か ら判 断する と,意 志性の低 い 「記憶 してい る」

に近 ければji一が,「 望 む」に意味的に近ければノa一が現 れる傾 向が ある。(18c)(18d)

を 比 較 す る と,こ の対比 が明確 になる。 また,代 名詞化 にか か る接辞 のパ タ ンは,

(18)の5文 のみ他動詞型で,(16)(17)は 自動詞型であ る。

2.3形 容 詞 の 否 定

(19) a. tham zhimpa-yo nyi-loto  ja-sna. 

       nowadays farmer-pl. of-production not-good
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この ところ農甲の岸産は よぐ左かった.

b. tham zhimpa-yo nyi-loto ma-no-sna. 

   nowadays  farmer-pl. of-production not-PROG-good

この ところ農民 の生産 は よくない。

(20) a. yinyi tama ji-ko-skoy(<skos-y)-to zhung-go yitrhul no-pu-w. 

       we work  not-diligent-1pl.-NOM government-ERG punishment PFT-charge-3ptt.

政府は我々の仕事が勤勉でないことに罰を与えた。

b. yinyi tama  ma-ko-skoy(<skos-y)-to zhung-go yitrhul pu-w. 

   we work not-diligent-1pl.-NOM government-ERG punishment O-charge-3ptt.

政府 は我 々の仕事 が勤勉 でないこ とに罰 を与 えるであろ う。

今 の ところ,形 容詞 とノa一お よびji一との共起 関係 に関 して明確 な分析 は しが たい。

2.4助 動 詞 の 否 定

前項 と同様,助 動詞 とノa一お よびji一との共起 関係 につ いて,は っ きりした分布 を示

しがたい。ただ,主 動詞 の意味,他 動詞性,な い し意志性 と連 関 している ことは窺 わ

れる。以下 にその用例 を挙 げてお く。

2.4.1助 動 詞ra「 … 必要があ る」 についての例は下記 の通 りであ る。

(21) a. domor  tamu kumca na-lat wuches, tamnya-y teji ka-lat ja-ra. 

       last year rain much PFT-fall because, fields-LOC water INF-do not-need

昨年雨がよく降ったので,彼 らは畑を灌概する必要がなかった。

b. domor  tomu kumca na-lat wuches, tomnya-y teji ka-lat ma-ra. 

   last year rain much PFT-fall because, fields-LOC water INF-do not-need

昨年雨がよく降ったので,彼 らは畑を灌概する必要がないだろう。

c. domor  tomu kumca na-lat wuches, tomnya-y teji ka-lat ma-no-ra. 

   last year rain much PFT-fall because, fields-LOC water INF-do not-PROG-need

昨年雨がよく降ったので,彼 らは畑を灌溜iする必要がない(状 態にある)。

(22) zhung nyi-Nbey  trho kumca ka-det ji-ra nongo-y, wu-ziNkam yargyes ko-kte ta-che. 

       government of-towards tax many INF-give not-need AUX-though, its-country 

       development big PFT-go

政府に重税を払 う必要がなかったけれども,国 は大発展 した。
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(23) wugyo-yo nyi-shamdu  ji-ra4) nongo-y, tuki (<ta-wu-ki). 

they-pl. their-gun not-need AUX-though, PFT-3p1.>3-buy

彼等 は銃 を買 う必要が ないのに,買 った。

(21a)で はja一 が,(22)で はji一が現 れる。強いて言 えば,「 灌概す る」 の方が 「税

を払 う」 よ りもより意志性が高 い ことと関連が あるか も しれ ない。(23)は 主 動詞 を

欠 く構造 で,こ の場合 はji一の出現率が高い。

2.4.2助 動 詞cha「 … す るこ とが で きる」 もja一 お よびノZ一いず れ とも共起 しうる。下

記 の例 か ら見 る限 り,主 動詞が他動詞 であれ ばja-,自 動 詞であ ればノ1-,と い う分布

が ひ とつ の解釈 として考 え られる。

(24) a.  kuNtreN loto ka-so-sna ja-cha. 

       commune production INF-CAUS-good not-able

その集団は生産を上げる(よ くする)こ とができなかった。

b.  kuNtreN loto ka-so-sna ma-cha. 

   commune production INF-CAUS-good not-able

その集団は生産を上げる(よ くする)こ とができないだろう。

c.  kuNtreN loto ka-sa-sna ma-na-cha. 

   commune production INF-CAUS-good not-PROG-able

その集団は生産を上げる(よ くする)こ とができないでいる。

(25) nga loptrey  (<loptra-y) ka-che ji-cha-ng. 

       I school-LOC INF-go not-able-lsg.

私 は学校へ行 くこ とがで きなかった。

2.4.3助 動 詞tso「 …す る時 間が ある」 はji一のみ を接頭 しうる。例 えば,

(26) nga loptrey  (<loptra-y) ka-che ji-tso-ng. 

       I school-LOC INF-go not-have time to-lsg.

私は学校へ行 く暇がなかった。
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2.4.4助 動 詞yo「 … し て よ い 」 は1例 し か な い5)。

(27)  •  •  •nga to-gyim wu-Nkuy ka-Ngo ma-yo? 

       I house of-in INF-enter INTERR-allowed

入ってもいいですか?

• •  •ka-we ma-yo . 

INF-enter not-allowed

だめです。

助動詞lo「 まさに… しようとす る」はja一 とma一 を接頭 する例 しかない。

(28) a.  wugyo  jis gyimguy(<gyim-Nguy) ko-cwat ja-lo. 

       he two house-towards INF-return not-be about to

彼 ら2人 は帰宅 しようとしていたのではない。

b.  wugyo  jis gyimguy(<gyim-Nguy) ko-cwat ma-lo. 

   he two house-towards TNF-return not-be about to

彼 ら2人 は帰宅 しようとしているのではない。

2.4.5助 動 詞myo「 … した ことが ある」 にはja-/ji-/ma一 いず れ も接頭 しうるが,一 般

的な発話 ではma一 が圧倒的 に多い。

(29) nga gyaga-y ka-che no-rnyo-ng nongo-y,  naci kumca ka-nyi ma-rnyo-ng. 

       I India-LOC INF-go PFT-have experience-lsg. AUX-though, there long INF-stay 

        not-have experience-1 sg.

私 は イン ドへ 行ったこ とがあるが,長 く滞在 したこ とはない。

(30) wugyo kuru zinka-y ka-che ma-rnyo-w. 

       he Tibet area-LOC INF-go not-have experince-3sg.

彼 はチベ ッ トへ 行ったこ とがない。

(29)(30)に 対 し,

(31) nga gyaga-y ka-che  no-rnyo-ng nongo-y, noci kumca ka-nyi ji-rnyo-ng. 

(32) wugyo kuru zinka-y ka-che ja-rnyo-w.

の2文 は文法的 であるが,「 過去 のある時点以前 に… した ことはなかった」の意 にな

る。 また,ji一とja一 は1人 称 ・3人称の違いであ るとインフォーマ ン トは説明 してい る。
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2.5希 求 法 にお け る否 定

否 定 の希求 「… で なけ れば いい の に」「… しない よ うに」 はaji一 語 根 で表 され

る。a一 はおそ ら く方向接辞 に接頭 して名詞化 す るa一 と同 じ形態 と思 われ る。例 え

ば,'a-ta「 上 方」VS.ta-「 上 へ⊥a-na「 下 方」VS.na-「 下 へ」。

(33) a. wugyo  ma-no-go za, tama 'a-ji-pa-w. 

       he uncontrollable act-PROG-sick if, work NOM-not-do-3ptt.

彼 は病気 な ら,働 かない方が いいのに。

b. wugyo  ma-no-go za, tama ji-so-pa-w. 

   he uncontrollable act-PROG-sick if, work not(PROH)-CAUS-do-3ptt.

彼 は病気 な ら,働 かせ るな。

(34) wugyo  lhasa-y  'a-ji-che. 

       he Lhasa-LOC NOM-not-go

彼がラサに行かないように。

 (3  5) tomo 'a-ji-lat. 

       rain NOM-not-fall

雨 が降 らない ように。

2.6禁 止

禁止 は常 にji一によって接頭 され る。ma一 が 出現す るこ とはない。

(36) a. shci ro-we-n. 

       here direction towards speaker-come-2sg.

ここへ 来い。

b. shci  ji-we-n. 

   here not-come-2sg.

ここへ 来るな。

c. shci ji-Nbyi-n. 

   here not-come(HON)-2sg.

ここへ い らっ しゃ らないで ください。
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(37) ka-pshi ji-pa-w. 

       INF-sing not-do-3ptt.

歌 うな。

2.7ja一 とji一 の 出 現 分 布

(4a)か ら(32)ま で の例 か ら,動 詞 の意志性がja一 とji一の 出現分布 を決定す る要

因である ことが分 かる。下記 の例文が その明確 な証左 である。

(38) a. wugyo ka-we  makcha(<ma-ka-cha) mak. ma-we nongos. 

       he INF-come not-3sg.-can AUX(NEG). not-come AUX

彼は来られないのではない。彼は来ないのだ。

b. wugyo ka-we  jikcha(<ji-ka-cha) noma. ja-we nongos. 

   he INF-come not-3sg.-can AUX(NEG). not-come AUX

彼 は来 られなかったのではない。彼 は来なかったのだ。

c.  wugyoji-we nama. ja-we nongos. 

   he not-come AUX(NEG). not-come AUX

彼は(単 純に)来 なかったのではない。彼は(意 図的に)来 なかったのだ。

以下の2例 も同様の対比を示す。

(39) a. wugyo khri  zo kama ji-Ndza-w. 

       he rice other than anything not-eat-3ptt.

彼は米飯以外食べ られなかった。

b. wugyo khri  za  kama ja-Ndza-w. 

   he rice other than anything not-eat-3ptt.

彼 は米飯以外食べ なかった。

(39b)は 彼 の意志 または好 き嫌 いに よって食べ なか った のであるの に対 し,(39a)

は何 らかの理 由 または環境 のゆえに食べ られなかったのである。

3ま と め と 問 題 点

以上 の論点 をまとめれば,次 の ようになる。

(1)ギ ャロ ン語 チ ョクッェー方言 にはja-/ji-/ma-3種 の否定辞 がある。
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(2)mcc一 は 未完 了の否定,ノa-/ji一は完 了の否 定 に用 い られ る。林(1993)の 言 う

m∂一がノa一とji一に相 当す る。

(3)ノa一 とノ1一の 出現分布 は主動詞 のvolitionality(意 志 性)と 関連が あ り,そ の度

合 いが強 いほ ど,ja一 の 出現 率が高い。

(4)禁 止 には常 にji一が用い られ る。

(5)否 定 の希求 には常 に,aji一 が 用 い られる。

3.1他 方 言 にお け る否 定 辞

従前 のモ ノグラフにはノa-/ji一に 関す る記述 はない。 しか し,現 在現地調査 に従事す

る研究者 の中に これ を観 察 している ものがいないではない。MariellePrins氏(西 南民

族大学講 師)は キ ョムキ ョ(脚 木足)方 言 を長年調査 しているが,同 氏 のご教示 に よ

れば,同 方言 には.,〃aasyiong`Idon'tknow'vs.ngadjasyiong`Ididn'tknow'の よ うな

対 立が ある。ja-/ji一の ような母 音 の対 立 につい てはmood(法)と の 関係 を調 べ る必

要が ある,と の見解 を示 してお られる。 また,鈴 木裕之氏(京 都大学大学 院)の 調査

に よると,ja-/ji一は チ ョクツェー方言 において も年代 の差 にかか わ らず広 く用い られ

ている。

3.2来 源

では,こ のノa-/ji一は どこか ら来 たのか?幾 つ かの説 明の仕 方はあ るが,ど れ も充分

納得 のゆ くものではない。共 時的,通 時的,他 言語 との比較 の各 レベ ルで,次 の よう

な説 明の仕方が あ りうる。

従前 のモ ノグラフにはja-/ji一に 関す る記述 はない。に もかかわ らず,イ ンフ ォーマ

ン トの両 親の年代(50か ら60歳 程 度)で はこの接辞 を頻繁 に使用す るように急速 に

変 化 した ことか ら推 測す る と,(1)規 範 的 な同方言 にお いて は否定辞 はあ くまで も

ma一 であ ったが,口 語形 式 と してはノa-/ji一が 存在 してい た,(2)否 定 辞ma一 は疑問詞

ma一 と紛 らわ しいため,別 の音形式 を採用 した,あ るいは,(3)林 の記 述ではma一 が

未完 了の否定,m∂ 一が完了 の否定 を表すが,こ の区別の混乱 を避け るためにノa-/ji一を

採用 した,と い う共 時的説 明は可能 である。 しか し,そ の来源 につ いては不 明の まま

である。

TB祖 語 にお ける否定辞 には*mV一 と*tvの2系 統 があ る。 多 くのTB言 語 で はい

ず れかの反 映形式が ドミナ ン トで,他 方が残渾形式 として保存 されている。 ギ ャロ ン

語 に もそれが あって,*tV二 が 口蓋 化 されてja一 とい う形で具現 した と仮設す るこ とは
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可 能であ る。 しか し,な ぜja一 が 完了 の否定 に用 い られ るよ うになったかのつい ては

分 か らない。

莞語 な どの隣接 す る言語 に もja-/ji一が 否定辞 として出現す る例 はないが,ガ ロ語 で

はノa一が 否 定辞 と して機 能 す る。西 田龍 雄博 士 の ご教 示 に よ って調 べ た とこ ろ,

Burling(1961:18)に そ の記述 があ り,ja一 また は 一gi=ja一が 動 詞句 内 に接 中 また は接

尾 して否定 を表す。 さらに,kuja一 が 「未 だ… してい ない」 あるいは単純 に過去 の否

定 を表す 。特 に後者 の例 は この否定辞 の来源 を考 える上 で重要 であ り,今 後精査 を期

したい。 また,バ ー リング教授 の ご教示(2004年9月)に よれば,ガ ロ語だけで な く,

そ の周辺 のTB諸 語(例 えば ミキル語 な ど)に も同 じ形式が認め られ る とい う。 この

点について も調査す る必要が ある。

[略 号 表]

 1 

    2 

    3 

    AUX 

    CAUS 

    ERG 

    HON 

    IMP 

    INF 

    INTERR 

    LOC 

    N 

    NEG 

    NOM 

    NP 

    PFT 

 pl. 

    PROG 

    PROH 
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1人称

2人 称

3人称

助動詞

他動詞化

能格

敬語法

未完了

不定法

疑問詞

於格

名詞

否定

名詞化標識

名詞句

完了

複数

進行態

禁止
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ptt.被 動 作者

sg.単 数

VP動 詞 句

WT文 語 チベ ッ ト語

ヘ へ

圧

1)本 稿 で記 述 す る ギ ャ ロ ン語 の音 韻 表 記 は以 下 の とお りで あ る。

子 音 要 素:p,ph,b;py,phy,by;t,th,d;tr,trh,dr;ky,khy,gy;';ts,tsh,dz;c,ch,j;s,z;sh,zh;h,fi;m,

n,ny,ng;1,hl,r;w,y,N

留 意 す べ き音 価 は下 記 の とお りで あ る 。

Tr-→ そ り舌 音

Ky-→ 口蓋 化 したK-.[cg-,cg`一,銅 が 異 音 と して現 れ る こ とが あ る。
'→ 口蓋 閉鎖 音

fi→ 有 声 のh

ny→ 口蓋 鼻 音

ng→ 軟 口蓋 鼻 音

h1→ 無 声 のl

N→ 鼻 音 化 要 素

母 音 要 素 は/a,i,u,e,o,a/で あ る。 声 調 は弁 別 的 で ない 。

2)完 了/未 完 了 の 区 別 とすべ きか,past/non-pastと す べ きか につ い て は考 慮 の 余 地 が あ る。

3)jishing(<ji-〇-mshi-ng)の 方 が 自然 とい う イ ン フ ォ ーマ ン トも多 い 。

4)ja-raも 可 。 この 場 合,「 必 要 が あ る 」 とい う よ り も 「買 い た い 」 の 意 に近 くな る 。 英 語

havetoがwishの 意 に転 化 す る の と似 た 現 象 で あ ろ う。

5)「 許 され な か っ た」 に対 して,ji-yoは 可 で あ る。
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